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聖書のことば 

『多くゆるされた者は、多く愛する』ルカによる福音書 7章 47 節 

 ゆるされるということは、愛されているということ。そして、愛されている人は、やがて、

愛する人になっていくものです。神さまの望んでおられるのは人が幸せになることですが、

ではいったい、人の幸せとは何でしょう？それは、愛されることではなくて、人を愛するよ

うになることです。だから神はあなたをこの上なく愛され、ゆるしを与えることで、あなた

を愛する人へと変えていきたいのです。まずは、自分がどれだけゆるされているか、どれだ

け自分の弱さを受け入れてもらっているかに気づくことから始めてみましょう。 

                            （『イエスのことば 100』より） 

 

 厳しい残暑の中にも、ふと秋の訪れを感じるころとなりました。夏休みも終わり、幼稚園

や学校が始まったと思いますが、コロナによる不安は続いています。CS では、引き続き、感

染対策をとりながら、礼拝と短い分級を行ない、神さまの恵みを分かち合う時を持っていま

す。9月 19 日は敬老祝福礼拝として、一昨年前までは小さい子どもから高齢の方たちまで一

緒の合同礼拝を行なっていましたが、昨年も今年も、感染対策のため行いません。でも、高

齢の方たちへのお祝いと感謝の気持ちを CS の礼拝の中で表わしたいなと思います。 

 

～～～～～～～～～～～～～ここからは礼拝でのお話です～～～～～～～～～～～～～ 

 

９月５日の説教から 『小犬とパンくず』 

                         
聖書箇所：マルコによる福音書 7 章 24 節～30 節 

「小犬とパンくず」という題は、小宮山先生が「このような題はどうでしょうか」と示してくださ

った題で、それをそのまま使うことにしました。聖書を知らずにこの題を聞いたとしたら、どのよう

な絵が頭に浮かぶでしょうか？絵本や物語の好きな人には、小さな犬が誰かの落としたパンのはしっ

こをパクパクと喜んでたべている場面が見えてくるかもしれませんね。家に犬を飼っている人には、

かわいがっているその犬がしっぽをふりふり、パンのくずをペロペロとなめている様子を思うかもし

れませんね。 

 

でも、今日の聖書の「小犬」というたとえは、そのような意味ではありません。イスラエルの民（ユ

ダヤ人）にとっての「異邦人（外国人）」のことです。そして「子供」とたとえられているのが「イス

ラエルの民（ユダヤ人）」です。それでは、「パン」は？というと、「パン」はイエスさまからの恵みや

救いなどの「福音」のことです。 

 



今日のお話にでてきたお母さんは、ユダヤ人ではなくギリシャ人つまり異邦人（外国人）でした。

お母さんの家には女の子がいて、その女の子の中に悪魔が入り込んで女の子を苦しめていました。お

母さんは、自分の住む町にイエスさまがいらしていると聞いて、家を飛び出し大急ぎでイエスさまに

会いに行きました。「イエスさまに、なんとかして

娘を助けていただきたい」と思っていたからです。 

お母さんはイエスさまの前に、ひざをつき、頭

を地面につけて、「イエスさま。私の娘がおそろし

い悪魔にとりつかれ、悪い霊に苦しんでいます。

どうか助けてください」と、ひれ伏しました。お母

さんは、イエスさまには必ず恐ろしい悪魔を追い

出すことができると信じていたのです。（スライド

にその様子が表されています） 

すると、イエスさまはこうおっしゃったのです。「まず、子供たちに十分食べさせなければならない。

子供たちのパンを取って、小犬にやってはいけない」・・・これはどういうことでしょう？「イエスさ

ま助けてください」と言っているお母さんに向かって不思議なことばを返されたと思いませんか。 

 イエスさまのおっしゃったことは、「まずイスラエルの民（ユダヤ人）を救わなければならない。そ

の救いをとりあげて、異邦人（外国人）を救うことをしてはいけない」ということでした。 

 ここだけを読むと、イエスさまがイスラエルの民（ユダヤ人）だけを大事にしていて、異邦人（外

国人）のことを愛していらっしゃらないように感じてしまう人がいるかもしれませんが、それは違い

ます。イエスさまは、すべての人のために十字架にかかってくださった救い主です。ここでイエスさ

まのおっしゃった意味は、「神さまにはご計画があり、順番がある」ということです。まずイスラエル

の民に救いの福音が伝えられ、イエスさまの十字架と復活の後に、教会を通して全世界のすべての人

のためにその福音が伝えられるという順番をおっしゃったのでした。 

 「今はできない」というようなことを言われたのですが、お母さんはあきらめませんでした。「主イ

エスさま、私は異邦人（外国人）です。小犬のような小さな存在です。でも食事のテーブルの下にい

る小犬も、パンはいただかなくとも、パンくず（パンの粉）はいただくことはできます。子供たちが

食べこぼしたくずで良いので、いただけませんか。どうか異邦人（外国人）の私とむすめを助けてく

ださい」と、『必ず助けてくださる』とイエスさまを信じてお願いしました。 

 イエスさまは、そのお母さんの信じて願い求める気持ちを受け止められました。「そのことばで十分

である。家に帰りなさい。悪魔はあなたのむすめからもう出ていきました」と、おっしゃいました。

お母さんが家に帰ると、女の子はすやすやと眠っていました。イエスさまが悪い霊（悪魔）を追い出

してくださったのです。お母さんは、どんなに安心して、神さま・イエスさまに感謝したことでしょ

う。 

 神さまは、私のように弱く小さく間違うことの多い者でも、「神さまを信じます。みこころならば、

イエスさまを通して、どうぞお救いください。お守りください」という祈りを、受け止めてくださる

方です。お祈りしたことが、すぐに叶えられないことがありますが、神さまの時が来ることを信じま

す。あきらめずに祈りながら待っていると、みこころにかなった時に、イエスさまの福音をたくさん

いただいてきた私です。 

主はともにおられます。感謝します。 

信じて祈りながら、今週も歩みましょう。                   ＜T. O＞ 



 

CS 礼拝のユーチューブ配信はこちらから ⇒ ⇒ ⇒                      

facebook でも CS の案内をしています。 

『日本キリスト教団逗子教会』で検索してください 

          

 

石井櫻子です。                         

小学校 5年生の時に初めて教会に行きました。 

楽器を演奏したり歌ったり・・・音楽が大好きです。 

そして、みんなとお話をするのが大好きです！ 

また教会で楽しくみんなでお話できる日を楽しみに待っています。 

よろしくお願いします。［ナルドクラス（小 6～高校生）担当］ 

 

 

 

＊＊毎年クリスマス献金を捧げているケニア・コイノニアアカデミーからのお便りです＊＊ 

   次回、また、最近の様子をお知らせする予定です。                          

                                                                                                                                               



  挑戦しよう  
              正解は 10月号に 

      

  


